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人

絹

柴

に
附
し
鵜
飼

の
コ
ー
ト
オ
ー
ル
ド
批
長

は
H

-
'｢
共
絢

の
人
純
米
は
地
織
及
柵
糸
よ
り
放
節
鵬
迫
を
う
け
て
ゐ

る
が

火
よ
り
も

小
僚
丑
大
な
こ
と
は
人
糾
常
紫
潜
州
立
の
-･州別
節
で
あ
る
､
欣

節

1
班

票

七

六

大
鵬
及
栄
樹
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仙
助
産
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で
あ
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日
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､
六
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官
五
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界
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1
九

三
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坤
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千
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伽
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四
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千
宵
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二
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千
鵜

卦
庇
､
節
三
の
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樹
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千
九
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庇
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日
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と
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弟
伴
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甘
耗

封
庇
で
あ
る
か
ら
'
日
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が
も
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少
し
樹
席
す
れ
ば
解
二
位
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な
る
の

ほ
･SS･易
で
あ
る
､
日
本
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約
の
牡
鹿
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氷
沖
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場
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占
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に
や
b

ず
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今
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大

栂
糸
は
欣
洲
方
所
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入
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た
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納
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本
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あ
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級
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潜
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狐
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を
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述
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熟
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､
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迎
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れ
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航
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れ
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れ
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大
湖
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れ
去
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,"
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の
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水
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な
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ふ
わ
け
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催
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五
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三
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滞
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と
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･･Q
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れ
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磁
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湖
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な
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ら
う
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猶
又
各
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佼

川
可
能
水
虫
の
平
分

以
下
た
る
べ
き
こ
と
と
･い
ふ
規
約
も
設
け
ら
れ
て

ゐ
る
Q
何
れ
に
し
て
も
'
今
か
ら
十
舛
後
の
五
大
湖
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ソ
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縦
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検
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人
湖
水
鎚
と
聯
紡
し
て
水
枕
九
沢
の
仰
網
棚
水
か
ら
倒

(
の
水
路
が
川

氷
る
こ
と
に
な
っ
た
､
完
成
す
れ
ば
水
.:B
七
仔
五
十
溺
噸
を
卿
加
L
t

.;B
賃
節
約
群
郡
三
甘
八
十
鵜
弗
に
接
す
る
と
云
は
れ
る
､
今
迄
米
凶
の

出
物
倉
た
る
､,,
シ
シ
ツ
ピ
ー
ゲ
ア
レ
ー
地
方
の
小
歩
は
全
部

蛾
泊
で
北

部
地
方

(
輸
超
さ
れ
て
ゐ
た

の
で
あ
る
が
'
水
.:B
と
な
れ
ば

一
プ
ツ
レ

T1.
ル
に
付
二
伽
や
捌
･父
と
な
る
の
み
で
な
-
'
誌
勤
番
､
牛
､
豚
等

の

輸

川
が
佃
利
に
な

り
'
胎
外
か
ら
物
焚
職
人
も
大
に
繁
-
t
i(
平
群
梓

及
碑
部
綿
州
の
木
材
(
令
氷
の
約
五
況
%
)
の
水
路
に
よ
る
も
の
千
帆
に

つ
き
四
郎
八
十
州
の
割
安
と
な
る
に
:qhLる
計
鈴
で
あ
る
｡

鋭
雅
の
見
込
で
は
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
越
河
の
た
め
に
､

茄

の
水
鼎

机
給
が
不
足
す
る
心
配
は
な
い
ら

し
い
0

兆
滑
水
に
放
て

シ

カ
ゴ
は
両

方
の
水
雌
に
よ
っ
て
恐
ら
-
釆
固
辞

1
の
中
心
部
分
た
る
の
位
聡
を
し

め
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ら

う
と
考

へ
ら
れ
る
｡

0

南

栄

夢

リ

の
財

政

妃
時
に
於
け
る
聴
卯
不
況
の
砂
群
を
撃
b

ざ
る
物
は
な

い
が
'
し
か
し
チ
-
-
秘
耽
列
な
好
粋
を
う
け
た
桝
は
他

に
な

い
｡

.i
允
二

.1
坤
か
ら
L
.1
九

三
〇年
に
於
て
チ
リ
-
政
肘

の
閥
鵬

及
北
ハ保
誰
に
か
ゝ
る
僻
み
は
米
閥
の
み
で
三
倍

1
千
拭
弗
'
こ
の
内
二

位
六
千
粥
弗
は
米
人
の
伊
布
で
あ
る
が
､
チ
リ
-
樹
内
の
成
瀬
に
封
す

竺
批

夫

七

八

る
米
人
の
虹
捷
投
資
満
は
比
に
四
位
四
千
耗
弗
､
ム
日
計
七
位
ド
ル
は
米

幽
人
の
み
で
引
発
け
て
ゐ
る
が
､
こ
れ
は
大
職
級
十
舛
問
米
飼
賛
本
家

が
鈍
器
甘
茶
に
チ
-
1
公
供
を
焔
刺
し
た
結
果
で
､
そ
の
紡
兇
好
食
鉱

山
跡
破
れ
て
'
と
て
も
こ
の
借
金
が
返
姉
川
氷
ぬ
と
な
っ
た
今
B=
､

.i

九
三

.I
郎
四
月
に
猶
二
倍
二
千
胡
ド
ル
の
州
場
を
も
っ
て
ゐ
た
米
人
仲

村

の
林
券
は
阿
舛
七
月
の
非
命
の
孜
偶
に
こ
千
鶴
ド
ル
の
時
佃
し
か
な

い
や
う
に
な
っ
た
'
十
分

.1
の
僻
に
下
っ
て
も
獅
川見
手
が
な

い
と
す
れ

ば
米
蜘
資
本
雛
も

.I
寸
問
淋
つ
い
て
ゐ
る
に
ち
が
ひ
な

い
｡

チ
リ
ー
は
繋
易
外
皮
収
勘
妃
倍
加
の
軸
で
あ
る
｡
湘
む
桝
は
銅
と
柿

石
の
二
大
成
業
で
あ
る
が
､

..
九
二
C
舛
代
の
卯
激
論
時
代
に
は
抑
和

郎
席
三
甘
鵜
咽
に
珪
し
た
が
､
鵜
去
数
年
問
に
於
て
人
造
柵
石
が
川
雑

た
1
め
､
耽
非
の
綿
製
が
宵
瑞
噺
に
湖
じ
て
し
ま
っ
た
､
し
か
も
共
過

剰
ス

ト
ッ
ク
は
三
官
能
噸
に
も
辻
し
て
ゐ
る
か
ら
､
糾
局
捌
係
潜
余
般

の
失
業
と
な
っ
た
､
銅
の
方
も

山
九
二
九
舛
三
十
鵜
棚
を
鹿
川
し
た
が

虹
年
は
八
瀦
九
千
棚
に
過
ぎ
ず
o
こ
の
方
も
舵
外
に
過
剰
ス
ト
ッ
ク
が

非
骨
に
多

い
外
に
､
南
ア
フ
リ
カ
の
席
銅
が
唯
賂
節

山
の
非

常
を
す
る

の
で
い
か
に
も
が
い
て
も
三

十
前
脚
以
上
は
捌
け
日
が
な
い
｡

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
､
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
､
ブ
ラ
ジ
ル
串
は
*..'供
鯛
で
は

あ
る

が
蝕
的
必
常
品
に
つ
い
て
は
･E
給
し
う
る
丈
げ
の
工
場
が
あ
る
か

ら
､
輸
入
仙
川
止
が
拭
氷
る
｡
し
か
し
チ
-
に
は
釧
紙
製
日脚
､
基
剤
､
約

物
'
雑
蛾
｡
雄
編
韓

す
べて
輸
入
に
仰
-
外
に
石
油山
や
'砂
桃
井
他
の
食

料
品
さ
(
も
梅
外
の
輸
入
を
必
饗
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
二
大
産
米
が

渉
が
川
な

い
限
り
'
紫
易
の
助
斑
が
ili
氷
山
｡
し
か
も

一
方
八
代
人
の



卦
倒
務
が
六
祇
人
ま
で
械
甘
さ
れ
て
ゐ
る
a
火
難
の
籾
加
に
つ
れ
て
､

改
称

(
の
税
金
は
入
ら
な
い
'
止
む
を
柑
ず
紙
幣
を
榊
炎
す
る
､
只
今

は
外
幌

へ
の
利
子
支
排
仲

JL
申
で
あ
る
が
t
も
し
こ
れ
を
排
う
と
す
れ

ば
焼
入
五
位
九
千
端
ペ
ソ
に
糾
し
て
'
紙
用
三
十
三
位
五
千
祇
ペ
ソ
に

な
る
｡
借
金
倒
れ
と
い
ふ
こ
と
は
チ
リ
の
如
き
鯛
に
於
て
云
ふ
青
紫
で

あ
る
｡
し
か
し

t
九
三
三
叫
に
は
綾
川
紐
甘
封
七
位
五
千
粥
ペ
ソ
'
火

難
政
所
磯
約
二
位
ペ
ソ
､
合
計
九
倍
五
千
端
ペ
ソ
と
な
っ
て
'
前
非
の

立
位
九
千
鵜
ペ
ソ
に
比
し
て

川
倍
以
上
の
･,SJ
加
と
な
る
､
と
て
も
そ
の

負
抑
カ
が
な
い
か
も
し
れ
な

い
と
い
ほ
れ
て
､
日
下
株
制
盤
伽
中
で
あ

る
僻
企
亡
鯛

の
雌
は
ふ
か
い
こ
と
･J
考

(
る
O

O
EZZ
木

製
電

球

の

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク

輸

入

･.
九
三
二
叫
十
=

本
邦
の
問
球
が
㈱
松
三

割
文
排
卵
の
も
の
で

]
個
ニ
セ
ン
ト
乃
真
二
セ

ン
ト
牛
と

い
ふ
劣
化
で
､
米
凶
日肘
は

1
桐
揃
料
の
み
で
三
仙
凹
伽
を
嬰

す
る
稲
城
と
辞
辞
し
た
の
で
火
に

釆
鵬
の
上
下
を
驚
か
し
た
､
そ
こ
で

.i
九
三
二
年
に
於
け
る
米
閥
輸
入
砿
拭
計

一
位

1
千
三
仔
祇
州
､
官
十

鵜
非
に
上
っ
た
う
ち
で

Il
ユ
ー
ヨ
ー
ク
細
山
は
六
割
に
蓮
し
た
が
､
こ

山
猫
外
穐
入
髄
球
の
九
割
六
分
ま
で
は
す

べて
日
本
日脚
で
あ
っ
た
'
簡

人
耕
餅
帝
た
る
籾
逸
品
は
納
め
て
少
-
'
現
水
で
は
日
本
EM
の
位
配
と

地
粕
は
淑
桝
に
な
っ
た
｡
水
根
別
方
法
を
み
る
に
J
li3と
し
て
米
蜘
純
人

が
本
邦
に
於
て
出
産
碑
と
虹
接
に
拭
引
を
す
る
の
で
'
法
外
な
安
代
で

見
付
け
る
ら
し
い
｡
本
邦
同
難
解
間
に
統
制
が
な
い
の
で
'利
在
を
松
岡

人
に
と
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
か
ゝ
る
訳
付
の
敗
は
凡
そ
輸
入
の
七

卿

和

割
に
捜
し
､
虫
と
し
て
十
錦
がi
の
小
=Fi
業
教
父
は
迎
銃
は
虫
で
あ
る
｡

本
邦
内
-3
に
し
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
も
の
は
､
三
井
物
魔
女
桝

三
共
約
番
支
肺
'
野
崎
純
肪
等
で
あ
る
が
､
戦
痕
稚
拙
は
五
千
榊
'
京
磁

球
は
先
端
州
単
位
で
唯
引
し
て
ゐ
る
O
小
繋
侶
柿
は
六
十
燭
大
物

一
榊

本
邦
‖州
は
八
伽
'
米
幽
=川
は
二
十
仙
の
小火
偶
で
十
仙
均

1
で
う
つ
て
ゐ

る
｡
ク

リ
ス
マ
ス
豆
磁
親

は
発
的
口.･･-
1
伽
五
仙
本
邦
‖M
は
三
脚
に
仲
立

仙
'

フ
ラ
ッ

シ

ュ
ラ
イ
ト
用
二
側
に
つ
き
五
伽
､
と
い
ふ
わ
け
で
米
関

目M
よ
り
も
進
に
安
い
｡
縦
倍
三
割
の
税
余
を
排

っ
て
狗
こ
れ
で
あ
る
か

ら
併
分

こ
の
輸
入
は
つ
i･
け
ら
れ
る
O

こ
と
に
瓦
か岨
球
は

磯
城
作
灘
よ

-
も
､
家
庭
工
業
と
し
て
手
工
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
､
本
邦

の
特
徴
を
故
如
し
う
る
と
い
ふ
利
が
あ
る
｡
従

っ
て
本
邦
‖州
と
し
て
も

瓦
髄
球
の
輸
入
は
年
々
榊
加
し
､

い
九
三
二
年
に
は
'
前
年
よ
-
も
五

割
も
聯
し
て
ゐ
る
｡
恐

ら
-
こ
の
方
巾
で
は
肺
非
の
見
込
が
多

い
こ
と

ゝ
信
じ
る
L3

0

恵

山

線

に
就

い

て

朝
鮮
阿
部
禦

昆

よ
り
の
泡
雪

Ii=
川

棚偲
閉
館
莱
開
始
の
旨
五
月

.1
日
発
行
の
地
球
七
六
訳
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
が
未
だ
績
.&
関
は
野
栄
を
関
的
致
し
て
捕
り
ま
せ
ぬ
'
公
文
に

ょ
-
ま
す
と
｢
本
院
附
は
エ
朝
川
列
却
な
る
も
燕
叫
の
何
あ
り
L
で
す
O

水
際
は
試
供
問
に
は
祥
叫
を
.:B
榔
し
ま
す
が
小
荷
物
手
術
物
を

取
扱
は

ぬ
だ
け
､
曽
州
滞
以
外
で
は
切
符
を
放
ら
ぬ
だ
け
､
磯
徳
合
水
間
も
セ

メ
ン
ト
鎚
搬
用
の
榔
餓
あ
り
.｢
荷
牌
巡
搬
｣

と
い
ふ
旬
日
で
僻
釆
さ
せ

ま
す
､
尤
も
こ
の
方
は
下
り
は
Ph.]
荷
で
す
か

ら
箱
LT
収
税
せ
ぬ
こ
と
は

克

七
九



地

球

約
二
十
怨

稀
で
す
披
過
磁
位
は
党
怖
し
な
い
と
来
れ
ま
せ
ぬ
｡

0

北

満

バ

タ

ー

の
概

況

1p
乳
牛
碩
敵

役
氷
北
端
に
於
け
る
乳
用
牛
は
九
祇
乃
至
十
前
頭
と

推
称
せ
ら
れ
る
が
内
約
七
俄
五
千
武
は
コ
ロ
ン
パ
イ
ル
即
ち
仇
ハ態
糾
以

四
輪
繊
細
坊
間
の
伊
約
款
打
遊
牧
代
の
臼
家
用
に
餌
非
す
る
汝
市
牛

に

し
て
枕
木

の
鹿
酪
腔
的
何
個
は
な
い
｡
硯
和
製
酪
工
業

(
虫
と
し
て
バ

タ
ー
染
出
)
に
利
用
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
も
の
は
約

.i
誠
､
O
C
)0
朗
に

て
比
の
分
布
放
題

光の
如
-
で
あ
る
.

イ
'
恰
鯛
翁
市
及
弗

の
附
妃
に
於
け
る
乳
牛

約
四
､
0
0
C
所

ロ
.
中
火
践

格
四
部
触
地
方
に
於
け
る
乳
牛

同
朋
'
八
〇
〇
碓

ハ
'
北
部

コ
｡
ン
パ
イ
ル
三
河
地
方
に
於
け
る
乳
牛

同
大
'
0
0
0
瑚

こ
､
光
･5
､
滴
部
組
及
共
の
他
地
方
に
於
け
る
乳
中

岡
八
'
0
0
0
頭

相
し
て
以
上
乳
牛
よ
り
軸
轍
用
と
し
て
供
給
せ
ら
る
る
原
料
乳
は
咋
即

二
十
前
布
班
内
外
で
あ
る
｡

〓
'
バ
タ
ー
産
額
及
順
路

虹
咋
北
浦
に
於
け
る
+(
タ
I
の
中
座
桝
は

八
､
0
0

0
乃
至

1
0
､

0
0
0
布
腔
兄
常
で
あ
る
'
北
満
席
バ
タ
ー

の
滑
水
巾
場
は
上
佃

にし
て
天
神
之
に
次

ぎ
税
に

一
九
三

1
咋
班
の
如

き
北
浦

(
主
と
し
て
恰
術
式
)
よ
り
上
相
に
構
造
せ
ら
れ
た
る
バ
ク
-

五
㌧
0
0
0
乃
至
六
､
0
0
0
布
庇
に
捜
し
た
｡
ぬ
る
に
搬
洲
細

の
踊

碗
日
立
に
件
ふ
式
淋
娘

=･-州
に
封
す
る
正
式
抽
入
稚
賦
孤
以
水
は
鯛
拭
政

節

山
雛

八〇

八
〇

仰
の
浦
洲
姐
出
席
n州
LJ
封
す
る
軸
校
的
拍
入
組
舵
蹴
純
北
浦
洲
相
生
席

=M
排
斥
の
虎
と
∬
従
妹
北
織
目州
の
現
政
で
あ
っ
た
珠
洲
バ
タ
ー
の
析
柚

的
越
川
の
鴇
め
(額
筏
辞
低
拓
に
よ
る
刺
切
の
た
め
)
之
に
鵬
倒
せ
ら
れ

上
海
'
大
枠
射
場
姑
に
杜
絶
の
現
状
で
あ
る
O

三
､
取
引
偶
格

恰
爾
光
波
叔
近
の
卸
相
場

(
篠
布
庇
に
付
)
二
八
-

三
〇
元

阿

小
波
刑
場

(
称
布
庇
に
付
)
三
二
元

四
､
原
料
乳
買
付
相
場

ィ
､
恰
附
:jE
及
姑
の
附
近

(
沓
紺
填
三
合
田
勺
入

.L
本
)
恰
大
坪
五
-

六

仙

ロ

'

鋤

践

約
線

(

7F

)
同

三
-
五
仙

ハ
､
三
河
地
方

(

珂

)
同

ニ
ー
三
仙

塩
湖
は
各
三
割
方
下
終
す
る
｡

TL
.
骨
牌
坤
は
平
均
四
%
-
誠
｡
五
%

盟
期
は
卒
均
三
%
-
四
%

以
上
は
立
と
し
て
北
描
独
酌
.rJ
栄
王
と
云
は
る
る
繰

入
ウ
サ
ロ
ン
ツ

オ
フ
氏
の
首
に
依
る
も
の
で
あ
る
｡

僻
考

1
却
庇
は
四
三

六
〇
匁
'奔
相

戦
二
十
七
本
に
相
常
す
る
O

恰
大
洋

二
光
は
硯
水

郷貸
七
五

-
七
六
錦
且
常

一
元
は

1
0

0
伽
で
あ
る

｡


